
工事請負契約様式集
令和３年３月１５日～
（２０２０年８月３１日以前の公告分に適用）
京都大学　施設部
一覧表
	区　　　　　　分

	部数
	提　出　先
	提出時期

	現場代理人等通知書           
	 ２
	監督職員
	契約後直ぐ

	工程表
	 ２
	      〃      
	契約締結後１５日以内

	工事費内訳明細書       
	 ２
	      〃
	契約締結後１５日以内

	工事用地使用許可願           
	 ２
	      〃      
	契約後直ぐ

	仮設物設置許可願             
	 ２
	      〃      
	契約後直ぐ

	下請負人通知書                 
	 ２
	      〃      
	契約後直ぐ

	主要（資材・機材）発注先通知書      
	 ２
	      〃      
	

	電気保安技術者通知書
	 ２
	      〃
	

	技能士通知書
	 ２
	      〃
	

	現場代理人等変更通知書
	 ２
	      〃      
	変更事由発生時

	建設業退職金共済制度の掛金収納書
	 １
	      〃      
	契約締結後１ヶ月以内

	火災保険等加入状況報告書
	 １
	      〃
	保険加入後直ぐ

	工事実績情報登録報告書
	 １
	      〃
	契約締結後１０日以内

	施工体制報告書
	 １
	      〃
	

	工事材料搬入報告書
	 ２
	      〃      
	

	電気使用願
	 ２
	      〃      
	使用しようとする１０日前

	上（下）水道使用許可願
	 ２
	      〃      
	使用しようとする１０日前

	学内電話線路使用願
	 ２
	      〃      
	使用しようとする１０日前

	工事用材料支給願
	 ２
	      〃
	

	工事用支給材料受領書
	 ２
	      〃
	


	区　　　　　　　分

	部数
	提　出　先
	提出時期

	支給材料使用届
	 ２
	   監督職員
	

	建設廃材等（産業廃棄物）の処理状況  
	 ２
	      〃
	

	工期延長申請書          
	 ２
	　　　〃
	

	是正等措置請求書                    
	 ２
	      〃      
	事由発生時

	賃金又は物価変動に基づく請負代金額の変更請求について  
	 ２
	      〃      
	事由発生時

	天災その他不可抗力による損害通知書  
	 ２
	      〃
	事由発生時

	発生材報告書                 
	 ２
	      〃      
	

	中間前払金認定請求書
	 １
	      〃
	中間前払金請求前

	工事出来高部分払金認定請求書
	２
	〃
	工事出来高部分払金請求前

	工事出来高報告書
	１
	〃
	中間前払金及び出来高部分払金請求前

	工事既済部分価格内訳書
	 ２
	      〃      
	

	完成通知書
	 ２
	　　　〃
	工事完成後

	指定部分完成通知書
	 ２
	      〃      
	指定部分完成後

	指定部分引渡書
	 ２
	      〃      
	指定部分完成検査合格後

	予備品等引渡通知書                  
	 ２
	      〃
	完成検査時

	引渡書
	 ２
	      〃      
	完成検査合格後

	修補完了報告書
	 ２
	      〃      
	修補完了後

	工事請負代金請求書                  
	 １
	施設企画課施設契約掛
	完成検査合格後

	工事請負代金前払金請求書            
	 １
	　　　〃
	

	工事請負代金中間前払金請求書
	 １
	      〃      
	

	工事請負代金指定部分払金請求書
	 １
	      〃      
	

	工事請負代金部分払金請求書
	１
	〃
	

	工事請負代金最終回払請求書          
	 １
	      〃      
	完成検査合格後


                                                      令和　　年　　月　　日
現 場 代 理 人 等 通 知 書
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　所〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　名　　　　　　　〕
　令和　　年　　月　　日付けをもって請負契約を締結した 〔　工　事　名　〕について、国立大学法人京都大学契約事務取扱要領第１８条第２項別記第１工事請負契約基準第１０第１項に基づき現場代理人等を下記のとおり定めたので別紙経歴書を添えて通知します。
記
現場代理人氏名
主任技術者又は
監理技術者氏名※
専門技術者氏名
「現場代理人等通知書」記入要領
工事請負契約基準第１０に基づき作成するものである。
（現場代理人、主任技術者並びに監理技術者の配置については下表による）            
	  
	　適　用　さ　れ　る　工　事
	　 資　　格　　等

	現場代理人
	全ての工事。
	建設業法（昭和２４年法律第１００号）第１９条の２にいう現場代理人

	主任技術者
	監理技術者を置かない全ての工事。
請負代金額が3,500万円以上の場合は専任。但し、建築一式工事については7,000万円以上専任。
	建設業法第７条第２号イ，ロ又はハに該当する者。

	監理技術者
	特定建設業者で下請施工させる工事の請負代金額が4,000万円以上の場合。但し、建築一式工事については6,000万円以上。
	建設業法第１５条第２号イ，ロ又はハに該当する者。（但し、指定建設業にあっては、イに該当する者又はハの規定によりイの者と同等以上の能力を有すると認定された者。）


・届出日（右上）の令和　年　月　日は、着工日（契約日の翌日）と同日を記入する。
　但し、届出日が土、日、祝日に当たる場合は、翌日を記入する。
・受注者欄の住所・氏名は、通称及び屋号でなく工事請負契約書等記載の会社名・代表者名を明記すること。
・工事名は、工事請負契約書等記載の工事名とし、契約年月日は、契約締結日を記入すること。
※建設業法第２６条第４項の規定に該当する場合は、指定建設業監理技術者資格者証の「写」を添付すること。
令和　　年　　月　　日
経　　　　歴　　　　書
現場代理人等氏名　　　　　　　　　　　　　
　　　　現住所
　　　　生年月日
　　　※最終学歴
　　　　資格及び資格番号
　　　※職歴
         工事歴
「経歴書」記入要領
１．「現場代理人等通知書」等に添付するものである。
２．学歴は最終学歴で学科まで記入すること。
３．工事歴は「建設業法」に基づくそれぞれの実務年数を記入すること。
４．上段の年月日は通知日と同日を記入する。
５．※印は、必要により記載する。
工　　　　程　　　　表
 請負工事の表示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 工事場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 契約年月日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 　　　　　着　　工    　令和    年    月    日
 工 　　期     完成期限　　　令和    年    月    日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　  受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔住　　所〕
       　　　　　　　　　　　　　　 　　〔氏　　名　　　　　　　　　　〕

「工程表」記入要領
１．工事請負契約基準第３に基づき作成するものである。
２．工事場所は、設計図書記載の場所を記入する。
３．着工及び完成期限は、工事請負契約書等記載の年月日を記入する。
４．提出年月日は、契約締結後１５日以内で提出しようとする日を記入する。

　総括工程表　
	名　　称
	摘　　要
	                工　　　　　　　　　　　　　　　　　程
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「総括工程表」記入要領
１．１目盛を１０日とし、月毎に作成すること。
２．名称は、棟別、工事種目別等に分けて記入すること。
３．摘要は、工事概要を簡単に記入すること。
　内訳工程表
	名　　称
	摘　　要
	               工　　　　　　　　　　　　　　　　　程
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	 備　考


「内訳工程表」記入要領
１．１目盛を１０日とし、月毎に作成すること。
２．名称は、各工事種目毎に記入すること。
３．摘要は、各工事種目の内容を簡単に記入すること。

工  事  費  内  訳  明  細  書
                                                                      　　　 全（　　）葉　　
                                                                 　　　　令和　　年　　月　　日
  　
　　京都大学　施設部　経理責任者　殿
下記工事の工事費内訳明細は次のとおりであります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔住　　所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　〔氏　　名　　　　　　　　　〕
請負工事の表示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
請負代金額                                         　　　 　　　契約年月日　令和　　年　　月　　日
                    （アラビア数字を用いる）
工事場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
工　　期　　　着工　　令和　　年　　月　　日　　 完成期限　令和　　　年　　 月 　　日
    ※内訳書については、任意の様式とする。

「工事費内訳明細書」記入要領
１．工事請負契約基準第３に基づき作成するものである。
２．請負代金額は、アラビア数字を用いること。
３．全葉は、内訳書を作成した全枚数を記入する。（表紙を含む）
４．提出年月日は、契約締結後１５日以内で提出しようとする日を記入する。
５．その他の記入は「工程表」の記入要領による。
６．種目別内訳、科目別内訳、細目別内訳の様式は任意とする。
工 事 用 地 使 用 許 可 願
工 事 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
工事場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
工　　期　着工 令和　　年　　月　　日　完成期限 令和　　年　　月　　日
上記工事施工のため別紙添付図面を検討の上、工事用地の使用を許可願います。
記
１．用地面積
２．用地使用期間　　自　　令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　至　　令和　　年　　月　　日
３．使用責任者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４．火元責任者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　受　注　者
 　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
     　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　　〕
「工事用地使用許可願」記入要領
１．現場説明書に基づき作成するものである。
２．工事場所は、設計図書記載の場所を記入すること。
３．願出の年月日は、契約締結後許可願を提出しようとする年月日を記入する　こと。
４．関連工事業者が同一場所を同一期間使用する場合は、代表者を決め或いは　連名にて申請することができる。
５．この願出は、現場代理人名で提出することができる。
仮　設　物　設　置　許　可　願
工 事 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
工事場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　上記工事施工のため下記の通り仮設建物が必要なので、別紙添付図面を検討の上、仮設物の設置を許可願います。
記
１．仮設物の種別
２．使用面積
３．使用期間　　　自　令和　　　年　　　月　　　日
                       至　令和　　　年　　　月　　　日
４．使用責任者                   （連絡先電話番号　　　　　　　　　）
５．火元責任者                   （連絡先電話番号　　　　　　　　　）
令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　受　注　者
 　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
     　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　　〕
「仮設物設置許可願」記入要領
１．現場説明書に基づき作成するものである。
２．仮設物の種類は、構造等を記入すること。
３．添付図面は配置図、平面図並びに立面図とする。
４．各部屋に消火設備を設置し、添付図面に朱書きで記入すること。
５．連絡先電話番号は、常時連絡可能な電話番号とする。
６．この願い出は、現場代理人名で提出することができる。
                                              　令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　所〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　名　　　　　　　　〕
下　請　負　人　通　知　書
　〔　工　事　名　〕の標記について、国立大学法人京都大学契約事務取扱要領第１８条第２項別記第１工事請負契約基準第７に基づき、下記のとおり通知します。
記
	工 事 科 目
	 会　社　名
	 住　　　所
	電話・ＦＡＸ
	 業 者 許 可 番 号
	 工 事 現 場 担 当 責 任 者 名

	
	
	
	
	
	


「下請負人通知書」記入要領
１．工事請負契約基準第７に基づき作成するものである。
２．工事名及び受注者の記入は「現場代理人等通知書」の記入要領による。
３．下請負人の変更があったときの下請負人変更通知書もこの様式に準じて作　成すること。
                            　　　　　　　　　　　　  令和　　年　　月　　日　
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
                                         受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　　〕
主 要（資 材・機 材）発 注 先 通 知 書
 工事名　の標記について下記のとおり定めたので通知します。
	資・機材名
	製作製造業者名
	発　　注　　先
	備　　考

	
	
	会 社 名
	電　話
	担 当 者
	納入予定
	

	
	
	
	
	
	
	


「主要（資材・機材）発注先通知書」記入要領
１．工事名及び受注者の記入は「現場代理人等通知書」の記入要領による。
２．主要資材又は主要機材の変更があったときの発注先変更通知書もこの様式　に準じて作成すること。
３．この通知書は、現場代理人名で提出することができる。
電気保安技術者通知書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　所〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　名　　　　　　　　〕
　令和　　年　　月　　日付けをもって請負契約を締結した〔　工　事　名　〕の電気保安技術者を下記のとおり定めたので通知します。
記
電気保安技術者氏名
　経歴
１．住所
２．氏名
３．生年月日　
４．最終学歴※
５．資格
「電気保安技術者通知書」記入要領
１．受注者欄の住所・氏名は、通称及び屋号でなく工事請負契約書等記載の会　社名・代表者名を明記すること。
２．工事名は、工事請負契約書等記載の工事名とし、契約年月日は、契約締結　日を記入すること。
令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　　〕
技 能 士 通 知 書
　　　　　　　　　　　　　の技能士を下記のとおり定めたので通知します。
	技　能　種　別
	氏　　　名
	会　社　名
	資 格 番 号
	備　　　考

	
	
	
	
	


「技能士通知書」記入要領
１．　　　　　　　　　　　には工事名を記入すること。
２．この通知書は、現場代理人名で提出することができる。
令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　　〕
現 場 代 理 人 等 変 更 通 知 書
工事名
令和　　年　　月　　日付けで通知した上記工事の〔現場代理人・監理技術者・主任技術者〕を下記のとおり変更したので、別紙経歴書を添え、国立大学法人京都大学契約事務取扱要領第１８条第２項別記第１工事請負契約基準第１０第１項に基づき下記のとおり通知します。
記
	 現場代理人等変更年月日
	      令和    年    月    日

	 変更する現場代理人等区分
	


	旧現場代理人等氏名
	新現場代理人等氏名

	
	

	変　　更　　事　　由

	


「現場代理人等変更通知書」記入要領
・受注者欄の住所・氏名は、通称及び屋号でなく工事請負契約書等記載の会社名・代表者名を明記すること。
・〔　〕内については該当する技術者区分を○で囲むこと。
・変更する現場代理人等区分には現場代理人・監理技術者・主任技術者のうち該当するものを記入すること。
・新現場代理人等通知書については、現場代理人等通知書の書式及び記入要領に準じて作成のうえ提出すること。
・資格証の写しを添付すること。
建設業退職金共済制度の掛金収納書
令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
                                       受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　　〕
建設業退職金共済組合証紙購入報告
下記のとおり証紙を購入したので当該掛金収納書を添付して報告します。
	工事名
	
	工事場所
	

	契約年月日
	
	契約金額
	

	共済証紙購入金額
	         ￥

	

	
	           掛金収納書を貼る（契約者から発注者用）
	

	
	
	

	


「建設業退職金共済制度の掛金収納書」記入要領
１．工事名、契約年月日及び契約金額は工事請負契約書等記載の年月日を記入　する。
２．工事場所は、設計図書記載の場所を記入する。
令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
                                             受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　〕
火災保険等加入状況報告書
標記について、別紙○○保険（写）を添えて報告致します。
記
工 事 名
工　　期　　　令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日
請負代金額　　￥
「火災保険等加入状況報告書」記入要領
１．「別紙○○保険（写）」の「○○」には、建設工事、火災、組立、土木工事　のいずれかを記入する。
２．工事名、工期及び請負代金額については工事請負契約書記載のものを転記　すること。
３．その他の記載については「現場代理人等通知書」記入要領による。
                                                   　令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
                                      受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　 　　 　〔氏　 名　　　　　　　　〕
工事実績情報登録報告書
標記について、別紙工事実績情報（写）を添えて報告いたします。
記
　　工　事　名
「工事実績情報登録報告書」記入要領
工事カルテ等の写しを添付すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　　〕
施 工 体 制 報 告 書
　　　　　　　　　　　　　　工事の施工体制を別添の通り定めたので、報告
致します。
「施工体制報告書」記入要領
１．施工体制台帳等を添付すること。
２．この報告書は、現場代理人名で提出することができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　　〕
工 事 材 料 搬 入 報 告 書
  工 事 名
  下記材料を現場に搬入し、確認したので報告します。
	搬    入
年 月 日
	品　　　名
又は材料名
	規　　　　格
又は形状寸法
	確　  認
年 月 日
	備　　考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


「工事材料搬入報告書」記入要領
１．搬入年月日は、実際に搬入した日を記入すること。
２．確認年月日は、現場代理人等の確認日を記入すること。
３．右上の年月日は、報告日を記入する。
４．この通知書は、現場代理人名で提出することができる。
電  気  使  用  願
工 事 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
工事場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　上記工事施工のため下記の通り電気を使用したいので、別紙添付図面を検討の上、許可願います。
　なおメーター等取付に要する費用は当方にて負担します。
記
１．使用場所
２．使用設備
３．使用期間　　　　自　令和　　　年　　　月　　　日
                   　至　令和　　　年　　　月　　　日
４．使用責任者                   （連絡先電話番号　　　　　　　　　）
令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　受　注　者
 　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
     　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　　〕
「電気使用願」記入要領
１．現場説明書に基づき作成するものである。
２．連絡先電話番号は、常時連絡可能な電話番号とする。
３．電気使用料金は施設部施設企画課施設契約掛が指定する銀行口座に入金すること。
４．使用しようとする１０日前までに願出ること。
５．関連工事がある場合は、代表者を定めて申請することができる。
６．この願出は、現場代理人名で提出することができる。
上（下）水 道 使 用 願
工 事 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
工事場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  上記工事施工のため下記の通り上（下）水道を使用したいので、別紙添付図面を検討の上、許可願います。
　なおメーター等取付に要する費用は当方にて負担します。
記
１．使用場所
２．使用設備
３．使用期間　　　　自　令和　　　年　　　月　　　日
                   　至　令和　　　年　　　月　　　日
４．使用責任者                   （連絡先電話番号　　　　　　　　　）
令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　受　注　者
 　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
     　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　　〕
「上（下）水道使用願」記入要領
１．現場説明書に基づき作成するものである。
２．連絡先電話番号は、常時連絡可能な電話番号とする。
３．上（下）水道使用料金は施設部施設企画課施設契約掛が指定する銀行口座に入金すること。
４．使用しようとする１０日前までに願出ること。
５．関連工事がある場合は、代表者を定めて申請することができる。
６．この願出は、現場代理人名で提出することができる。
学 内 電 話 線 路 使 用 願
工 事 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
工事場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
上記工事施工のため下記の通り学内電話線路を使用したいので、別紙添付図面を検討の上、許可願います。
記
１．使用場所
２．使用設備
３．使用期間　　　許可日　～　
４．使用責任者                   （連絡先電話番号　　　　　　　　　）
令和　　年　　月　　日
　京都大学　殿
　　　　　　　　　　　　　　　受　注　者
 　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
     　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　　〕
	
	 ・
	


上記のとおり承認する。
　　令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　京都大学企画・情報部
「学内電話線路使用願」記入要領
１．使用しようとする１０日前までに提出すること。
２．この願い出は、現場代理人名で提出することができる。
工事用材料支給願
令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　　〕
工　事　名
契約年月日　　令和 　　年 　　月 　　日
上記工事用として下記材料を御支給下さるよう願います。
	品　　　　名
	摘　　　要（規格等）
	数　量
	単　位
	備　考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


「工事用材料支給願」記入要領
１．工事請負契約基準第１５に基づき作成するものである。
２．設計図書において支給材料があるときには作成すること。
３．貸与品があるときは、この様式に準じて作成すること。
４．受注者、工事名並びに契約年月日の記入は、工事請負契約書記載の工事名　及び契約締結日とすること。
５．変更契約を締結している場合は、変更契約年月日を契約年月日の下に追記　すること。
工 事 用 支 給 材 料 受 領 書
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
工 事 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
契約年月日　　令和 　　年 　　月 　　日
内　 訳
	品　　名
	摘要（規格等）
	数　量
	単　位
	備　考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


上記の通り正に受領いたしました。
令和　　年　　月　　日
                                          受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　〕
「工事用支給材料受領書」記入要領
１．工事請負契約基準第１５第３項に基づき作成するものである。
２．貸与品借用書もこの様式に準じて作成すること。
３．変更契約を締結している場合は、変更契約年月日を契約年月日の下に追記　すること。
支　給　材　料　使　用　届
工 事 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
契約年月日　　令和　　年　　月　　日
　上記工事用として令和　　年　　月　　日受領した材料は、図面仕様の通り使用いたしました。
令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
                                      受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　　〕
「支給材料使用届」記入要領
１．支給材料の受領年月日は、「工事用支給材料受領書」の受領日と同日にする。
２．工事名、契約年月日並びに受注者の記入は「現場代理人等通知書」の記入　要領による。
３．支給材料が不要になった場合、「図面仕様の通り」以下を「図面仕様の通り使用しましたが不要になったものがありますので、別紙のとおり返納いた　します。」に変えて作成すること。
４．変更契約を締結している場合は、変更契約年月日を契約年月日の下に追記　すること。
                                              　令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　所〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　名　　　　　　　　　　〕
建設廃材等（産業廃棄物）の処理状況
　下記工事により発生した建設廃材等は、下表のとおり処理しましたので、報告します。
工 事 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	 廃棄物の種類
	

	 発生施設
	

	 発生量
	

	 処理・処分必要量
	

	 運搬先
	

	 運搬者
	（社名）

	 運搬量
	

	 集積地の有無
	

	 処理又は処分した場所
	

	 処理又は処分方法
	

	 処理又は処分者
	（社名）

	 処理又は処分量
	


建設廃材等（産業廃棄物）の処理状況の記入要領
１．廃棄物の種類
　　廃棄物の種類ごとに記入すること。（別紙のとおり）
２．発生施設
　　当該廃棄物の発生した施設名を記入すること。
３．発生量
　　当該廃棄物の発生量を記入すること。なお、現場で処理を行っている場合　には、処理前の量を記入すること。
４．処理・処分必要量
　　工事現場から排出される廃棄物の量のことで、当該現場内で処理が行われ　ていない場合には、「発生量」に記入した値を、行われている場合には、処理残さ量を記入すること。
５．運搬先
　　当該廃棄物の運搬先の名称を記入すること。
　下請による処理・処分を行った場合には下請者の名称を、他の事業所へ運搬　した場合には○○工事等と記入すること。
６．運搬者
　　収集・運搬を行った者の社名を記入すること。
７．運搬量
　　運搬先及び運搬者ごとの運搬量を記入すること。
８．処理又は処分した場所
　　京都市内外にかかわらずその所在地を記入すること。
９．処理又は処分方法
　　処理又は処分の方法（焼却、埋立等）を記入すること。
　　なお、売却又は無償による再生利用の場合には、その区分（売却、無償再　生等）を記入すること。
10．処理又は処分者
　　処理又は処分を行った者の社名を記入すること。
　下請者が処理又は処分を行った場合には下請者の社名を記入すること。
　※本報告には産業廃棄物処理業者の許可証等の「写」を添付すること。
  （続　紙）
	 廃棄物の種類
	

	 発生施設
	

	 発生量
	

	 処理・処分必要量
	

	 運搬先
	

	 運搬者
	（社名）

	 運搬量
	

	 集積地の有無
	

	 処理又は処分した場所
	

	 処理又は処分方法
	

	 処理又は処分者
	（社名）

	 処理又は処分量
	

	 廃棄物の種類
	

	 発生施設
	

	 発生量
	

	 処理・処分必要量
	

	 運搬先
	

	 運搬者
	（社名）

	 運搬量
	

	 集積地の有無
	

	 処理又は処分した場所
	

	 処理又は処分方法
	

	 処理又は処分者
	（社名）

	 処理又は処分量
	


（別紙）
廃棄物の種類
１．燃えがら　　　　　　　償却灰等
２．汚泥　　　　　　　　　泥状土等
３．ガラスくず及び
　　陶磁器くず　　　　　　ガラスくず、タイルくず等
４．廃プラスチック類　　　梱包材、タイヤ、シート等
５．紙くず　　　　　　　　新聞、雑誌、ダンボール、包装材等
６．有害物　　　　　　　　けい光燈、乾電池等
７．金属くず　　　　　　　廃棄材、空き缶等
８．建設廃材　　　　　　　コンクリート破片、レンガ破片等
９．木くず　　　　　　　　竹、木片、荷造り材料等
10．繊維くず　　　　　　　縄、ロープ、ウエス等
11．廃油　　　　　　　　　廃機械油等
12．ゴムくず　　　　　　　天然ゴムくず
令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　　〕
工　 期 　延 　長　 申　 請　 書 
　下記工事について、国立大学法人京都大学契約事務取扱要領第１８条第２項別記第１工事請負契約基準第２１により、工期延長を申請します。
記
	工　　事　　名
	

	契 約 年 月 日
	

	工　　　　　期
	

	延　長　工　期
	

	理　　　　　由
	


「工期延長申請書」記入要領
・必要に応じて下記書類を添付すること。
a 　工程表（契約当初工程と現在迄の実際の工程及び延長工程の3工程を対照　させ、詳細に記入）
b 　天候表、気温表、湿度表、雨量表、積雪表、風速表等工期中と過去の平均　とを対照し最寄気象台等の証明等をうけること。
c　 写真、図面等
・理由は詳細に記入すること。
※延長申請書提出時、それ以前に変更契約を締結している場合には「契約年月日」欄の下に「変更契約年月日」欄を挿入すること。
令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　　〕
是 正 等 措 置 請 求 書
　令和　　年　　月　　日付けをもって請負契約を締結した次の工事について、国立大学法人京都大学契約事務取扱要領第１８条第２項別記第１工事請負契約基準第１２第４項に基づき、下記のとおり是正等の措置を請求する。
　　工事名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
記
１．不適当と認められる者
２．必要とする措置
３．理由
「是正等措置請求書」記入要領
受注者は監督職員がその職務の執行につき、著しく不適当と認められると　きは、発注者に対して、その理由を明示した当該請求書により必要な措置をとるべきことを請求することができる。
令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　　〕
〔　工　事　名　〕に係る賃金又は物価変動に
　　　　　　　基づく請負代金額の変更請求について
　現在施工中の〔　工　事　名　〕について、賃金水準又は物価水準の変動により請負代金額が不適当となったと認めたので、国立大学法人京都大学契約事務取扱要領第１８条第２項別記第１工事請負契約基準第２５第１項により請負代金額を変更されるよう請求します。
　また、変動前残工事代金額の算定の基礎となる当該請求時の出来高部分の確認の日を定めたく下記のとおり協議します。
確認予定年月日　　　　令和　　年　　月　　日
	 上記確認予定年月日については、承諾します。
                                   発注者名（承諾者）　　殿


「賃金又は物価変動に基づく請負代金額の変更請求について」記入要領
・発注者又は受注者は、工期内で請負契約締結の日から12月を経過した後に日本国内における賃金水準又は物価水準の変動により請負代金額が不適当となったと認めたときは、相手方に対して請負代金額の変更を当該書式にて請求できる。
令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　　〕
天災その他不可抗力による損害通知書
　下記のとおり、天災、その他の不可抗力により損害を生じたので、国立大学法人京都大学契約事務取扱要領第１８条第２項別記第１工事請負契約基準第２９第１項により通知します。
記
１．工事名
２．工期
３．工事場所
４．天災等の概要
５．被災状況（別紙内訳書及び写真）
６．受注者のとった処置
「天災その他不可抗力による損害通知書」記入要領
天災、その他の不可抗力とは「暴風、豪雨、洪水、高潮、地震、地すべり、落盤、火災、騒乱、暴動その他自然的又は人為的な事象」である。
令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　　〕
　
発　生　材　報　告　書
　　　　　　　　　　　　　　　　工事の施工に伴い別紙調書のとおり、発生
材が生じたので報告します。
「発生材報告書」記入要領
１．設計図書において指示があり、発生材が生じたときに作成すること。
２．報告者は、受注者又は現場代理人とする。
３．提出日は、実際に報告しようとする日を記入する。
発　生　材　調　書
	名　　　称
	品質・形状
	寸　　法
	単　位
	数　量
	備　　考

	
	
	
	
	
	


（注）発生材報告書に添付するものである。
令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
                                  受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　印〕
中間前払金認定請求書
　下記の工事について、中間前払金を請求したいので、要件を具備していることを認定されるよう請求します。
	工事名
	

	工事場所
	

	工期
	   　 　 自　　令和　　年　　月　　日
       　
     　　至　　令和　　年　　月　　日

	契約年月日
	　　　　　　　 令和　　年　　月　　日

	請負代金額
	                                        円


「中間前払金認定請求書」記入要領
１．工事名、工期、契約年月日並びに請負代金額は工事請負契約書記載のもの　を記入すること。
２．工事場所については、設計図書等記載の工事場所を記入すること。
３．変更契約を締結している場合には契約年月日欄の下に変更契約年月日欄を　設けて変更契約年月日を記入すること
４．工事出来高報告書を添付すること。
	検査担当者
	日付
	監督職員
	


令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
                                  受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　印　〕
工事出来高部分払金認定請求書
　下記の工事について、令和　　年度工事出来高部分払金を請求したいので、要件を具備していることを認定されるよう請求します。
	工事名
	

	工事場所
	

	工期
	   　 　 自　　令和　　年　　月　　日
       　
     　　至　　令和　　年　　月　　日

	契約年月日
	　　　　　　　 令和　　年　　月　　日

	請負代金額
	                                        円


「工事出来高部分払金認定請求書」記入要領
１．工事名、工期、契約年月日並びに請負代金額は工事請負契約書記載のもの　を記入すること。
２．工事場所については、設計図書等記載の工事場所を記入すること。
３．変更契約を締結している場合には契約年月日欄の下に変更契約年月日欄を　設けて変更契約年月日を記入すること
４．工事出来高報告書を添付すること。
	
	令和　　年　　月　　日作成
      工事名
 　 
工事出来高報告書
［令和　　年　　月　　日現在］
着 工 日 ：令和　　年　　月　　日
完成期限 ：令和　　年　　月　　日
                   ○○建設株式会社
現場代理人　（　氏　名　）


「工事出来高報告書」記入要領
１．着工日及び完成期限は、工事請負契約書記載の着工日及び完成期限を記入　する。
２．工事の進捗状況が分かる表（任意様式）及び工事写真等を添付すること。
３．この報告書は、「中間前払金認定請求書」に添付するものである。
４．この報告書は、現場代理人名で提出することができる。
　

工 事 既 済 部 分 価 格 内 訳 書
                                                                      　　　 全（　　）葉
                                                                 　　　　令和　　年　　月　　日
  　                             　                          　
　　京都大学　施設部　経理責任者　殿
下記工事の工事既済部分価格内訳書は次のとおりであります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔住　　所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　〔氏　　名　　　　　　　　　　　　　〕
請負工事の表示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
請 負 代 金 額                                          契約年月日　令和　年　月　日
                                        　            令和　　年　  月　　日  現在工事既済
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　部 分 価 格
工　　期　　着工　令和　　年　　月　　日　　　完成期限　令和　　年　　月　　日
工事場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「工事既済部分価格内訳書」記入要領
１．工事出来高報告書に添付するため作成するものである。
２．記入については、「工事費内訳明細書」記入要領による。
　　ただし、右上の提出年月日は「工事出来高報告書」提出日と同日にする。

　既済部分価格種目別内訳　　　　　　　　
	名　　　　　称
	摘　　　　要
	数量
	単位
	見積金額
	既済部分金額
	出来形
比率％
	備　　　考

	(A)  直接工事費
　１〔本　館〕
　２〔倉　庫〕
（以下種目別に記載する）
計
(B)  共　通　費
　    共通仮設費
      諸　経　費
計
合    計
消費税等相当額
総 合 計
	  鉄筋コンクリート
  造３階建新築
〔木造平屋建新築〕
	
	
	
	
	
	


 　備考　(1)  名称、建物の構造、面積等は、仕様書記載の区分により記入すること。
　　　　 (2)  〔　〕によって示されたものは例示である。
  既済部分価格科目別内訳
	名　　　　　称
	摘　　　要
	見積金額
	既済部分金額
	出来形
比率％
	備　　　考

	(A)  直接工事費
　１〔本　館〕科目別内訳
    　(1) 直接仮設
    　(2) 土　　工
    　(3) コンクリート
（以下科目別に記載する）
計
　２〔倉　庫〕科目別内訳
    　(1) 直接仮設
    　(2) 土　　工
（以下科目別に記載する）
計
直接工事費　計
(B)  共　通　費
　    　共通仮設費
   　　諸　経　費
共通費　計
合    計
消費税等相当額
総 合 計
	
	
	
	
	


　既済部分価格細目別内訳
	名　　　　　称
	摘　　　要
	見積金額
	既　 済　 部　 分
	出来形
比率％
	備　　　考

	
	
	
	数量
	単位
	単価
	金額
	
	

	 (A)  直接工事費
　１〔本　館〕細目別内訳
    　(1) 直接仮設
       　 やりかた墨出
       　 外部足場
       　 内部足場
       　 災害防止
　　　　　運　　搬
小　　計
（以下細目別に記載する）
小　     　計
〔本　館〕　計
 　２〔倉　庫〕細目別内訳
   　 (1) 直接仮設
     　   やりかた墨出
       　 外部足場
（以下細目別に記載する）
小　　 　　計
〔倉　庫〕　計
直接工事費 計
(B)  共　通　費
　   　 共通仮設費
    　  諸　経　費
共通費　計
         合    計
      消費税等相当額
         総 合 計
	
	
	
	
	
	
	
	


令和　　年　　月　　日
　京都大学　　　　　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　印〕
完　 成 　通 　知 　書
　下記工事は、令和　　年　　月　　日をもって完成したので国立大学法人京都大学契約事務取扱要領第１８条第２項別記第１工事請負契約基準第３１第１項に基づき通知します。
記
１．工　事　名
１．請負代金額
￥
１．契約年月日
令和　　　年　　　月　　　日
１．完成期限
令和　　　年　　　月　　　日
「完成通知書」記入要領
１．工事請負契約基準第３１第１項に基づき作成するものである。
２．契約年月日、工事名並びに受注者の記入は「現場代理人等通知書」の記入　要領による。
３．完成年月日は、実際に完成した年月日を記入する。
４．完成期限は工事請負契約書記載の完成期限を記入する。
５．変更契約を締結している場合は、変更契約年月日を契約年月日の下に追記　すること。
６．検査願を兼ねる文言を付記する事ができる。
令和　　年　　月　　日
　京都大学　　　　　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　印〕
指 定 部 分 完 成 通 知 書
　下記工事の指定部分は、令和　　年　　月　　日をもって完成したので国立大学法人京都大学契約事務取扱要領第１８条第２項別記第１工事請負契約基準第３８第１項に基づき通知します。
記
工事名
工期
請負代金額
指定部分工期
指定部分に対する請負代金額
「指定部分完成通知書」記入要領
１．工期は全体工期を記入すること。その際、工事請負契約書に記載されてい　る着工日から完成期限を転記すること。
２．請負代金額は全体金額を記入すること。
３．指定部分工期及び指定部分に対する請負代金額については、実際の指定部　分に係る工期及び請負代金額を記入すること。
	検査担当者
	日付
	監督職員
	


令和　　年　　月　　日
　京都大学　　　　　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　印〕
指  定  部  分  引  渡  書
　下記工事の指定部分は、国立大学法人京都大学契約事務取扱要領第１８条第２項別記第１工事請負契約基準第３８第１項に基づき引渡します。
	 工事名
	

	 指定部分
	

	 全体工期
	

	 指定部分に係る工期
	

	 請負代金額
	

	 指定部分に係る請負
 代金額
	

	 指定部分に係る検査
 年月日
	


「指定部分引渡書」記入要領
「指定部分完成通知書」の記入要領による。
令和　　年　　月　　日
予備品等引渡通知書
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
                                     受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　　〕
 工　事　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 上記工事において工事完成図書・鍵・工具・予備品等を別紙内容により引渡し致します。
「予備品等引渡通知書」記入要領
１．受注者及び工事名の記入は「現場代理人等通知書」記入要領による。
２．通知時期は、完成検査時とする。
別　紙
①工事完成図書
	品　　　　　名
	摘　　　　　要
	数量
	備         考

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


②鍵
	鍵　名　称
	鍵 番 号
	製 造 会 社
	数量
	備　　　　　考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


③工具 　及び、予備品等
	品　　　　　名
	摘　　　　　要
	数量
	備　　　　　考

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


「予備品等一覧（別紙）」記入要領
１．「予備品等通知書」に添付するものである。
２．工事完成図書一覧、鍵一覧、工具及び予備品等一覧のそれぞれにおいて、　必要に応じて欄を追加、削除してもよい。
３．この別紙は複数枚にわたってもよい。
	検査担当者
	日付
	監督職員
	


令和　　年　　月　　日
　京都大学　　　　　経理責任者　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　印〕
引　　　　渡　　　　書
　下記工事を国立大学法人京都大学契約事務取扱要領第１８条第２項別記第１工事請負契約基準第３１第４項に基づき引渡します。
１．工　事　名

２．請負代金額
　　　　　　　　　　円
３．検査年月日
令和　　年　　月　　日
「引渡書」記入要領
１．工事請負契約基準第３１第４項に基づき作成するものである。
２．右上の年月日（提出日）は、引渡の日付とする
令和　　年　　月　　日
　京都大学　施設部　経理責任者　殿
                                     受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　　〕
　令和　　年　　月　　日の完成検査において、修補指示されました部分につきましては、下記のとおり完了しましたので報告します。

修補完了報告書
　工　事　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	検査職員の修補指示箇所及び修補内容

	


「修補完了報告書」記入要領
１．右上の確認年月日は監督職員が記入するので、記入を要しない。
２．受注者及び工事名の記入は、「現場代理人等通知書」記入要領による。
３．この報告書は、現場代理人名で提出することができる。
工事請負代金請求書
　金　　　　　　　　　円也
　但し、令和　　年　　月　　日附　　　に基づく　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事の請負代金
　上記の金額をお支払いくださるよう請求します。
　令和　　年　　月　　日
　京　都　大　学　御中
                                  受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　印〕
                                    振込口座
　　　　　　　　　　　　　　　　      銀行名
　　　　　　　　　　　　　　　　      口座名義人
　　　　　　　　　　　　　　　　      口座種類
　　　　　　　　　　　　　　　　      口座番号
「工事請負代金請求書」記入要領
１．工事請負契約基準第３２第１項に基づき作成するものである。
２．請負代金が１回払いの場合の様式である。
３．「但し、令和　年　月　日附〔　Ａ　〕に基づく〔　工　事　名　〕の請負代金」の〔　Ａ　〕には、
　　　　１）契約書を取り交わした場合は契約書と記入する。
  　    ２）契約書を取り交わしていない場合は契約と記入する。
４．変更契約書を取り交わした場合には、「但し、令和　年　月　日附契約書　及び令和　年　月　日附変更契約書に基づく〔　工　事　名　〕の請負代金」　と記載する。
　　変更契約書を二度取り交わした場合には、「但し、令和　年　月　日　附　契約書、令和　年　月　日附変更契約書及び令和　年　月　日附変更契約書　に基づく〔　工　事　名　〕の請負代金」と記載する。
５．契約年月日、工事名並びに受注者の記入は「現場代理人等通知書」の記入　要領による。
６．具体的な請求に関する手続きについては、施設部施設企画課施設契約掛まで問い合わせること。
工事請負代金前払金請求書
金　　　　　　　　　　円也
但し、令和　　年　　月　　日附　　　　に基づく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事の請負代金額　　　　　　　　　円の前払額
　上記の金額をお支払くださるよう、　　　　　　　　　　　　　　　　　の保証契約書を添えて請求します。
　令和　　年　　月　　日
　京　都　大　学　御中
                                  受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　印〕
                                    振込口座
　　　　　　　　　　　　　　　　      銀行名
　　　　　　　　　　　　　　　　      口座名義人
　　　　　　　　　　　　　　　　      口座種類
　　　　　　　　　　　　　　　　      口座番号
「工事請負代金前払金請求書」記入要領
１．工事請負契約基準第３４第１項に基づき作成するものである。
２．「上記の金額をお支払いくださるよう（Ａ）の保証証書を添えて・・・」　　の（Ａ）には、前払金保証事業会社名を記入する。
３．その他の記入は、「工事請負代金請求書」の記入要領による。
工事請負代金中間前払金請求書
金　　　　　　　　　　円也
但し、令和　　年　　月　　日附　　　　に基づく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事の請負代金額　　　　　　　　　　　円の中間前払額
　上記の金額をお支払くださるよう、　　　　　　　　　　　　　　　　　の保証契約書を添えて請求します。
　令和　　年　　月　　日
　京　都　大　学　御中
                                  受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　印〕
                                    振込口座
　　　　　　　　　　　　　　　　      銀行名
　　　　　　　　　　　　　　　　      口座名義人
　　　　　　　　　　　　　　　　      口座種類
　　　　　　　　　　　　　　　　      口座番号
「工事請負代金中間前払金請求書」記入要領
１．請求する上で具備すべき要件について
　・　前払金を請求し受領している事。
　・　工期が２分の１以上経過し、かつその時点で完了しておくべき工事が完　　了している事。
　・　工事出来高が工事請負代金額の２分の１以上に達している事。
　上記の３つの要件を満たしている事を証明する書類等を添付した中間前払金認定請求書提出後、監督職員より認定を受けた時点ではじめて請求することができる。
２．記入の仕方については「工事請負代金前払金請求書」記入要領による。
                        工事請負代金指定部分払請求書

金　　　　　　　　　円也

但し、令和　　年　　月　　日附契約書に基づく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事の請負代金額　　　　　　　　　円の指定部分払金

　この算出内訳は次のとおり

金　　　　　　　　円也　請負代金額

金　　　　　　　　円也　指定部分に相当する請負代金額

金　　　　　　　　円也　今回請求額

上記の金額をお支払くださるよう請求します。

　　　令和　　年　　月　　日

　京　都　大　学　御中

                                  受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕

       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　印〕

                                    振込口座

　　　　　　　　　　　　　　　　      銀行名

　　　　　　　　　　　　　　　　      口座名義人

　　　　　　　　　　　　　　　　      口座種類

　　　　　　　　　　　　　　　　      口座番号
「工事請負代金指定部分払請求書」記入要領
１．工事請負契約基準に基づき作成するものである。
２．前払金があった場合は、算出内訳の「請負代金額」の次に下記を追記すること。
　「金　　　　　円也　前払金受領額」
３．更に中間前払金があった場合は、下記を追記すること。
　「金　　　　　円也　中間前払金受領額」
４．指定部分に相当する前払金受領額があった場合は、算出内訳の「指定部分に相当する請負代金額」の次に下記を追記すること。

　「金　　　　　円也　指定部分に相当する前払金受領額」
５．更に指定部分に相当する中間前払金があった場合は、下記を追記すること。

　「金　　　　　円也　指定部分に相当する中間前払金受領額」
６．その他の記入は、「工事請負代金請求書」の記入要領による。
工事請負代金部分払請求書

金　　　　　　　　　円也

但し、令和　　年　　月　　日附契約書に基づく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事の請負代金額　　　　　　　　　円の令和　　年度工事出来高部分払金

　この算出内訳は次のとおり

金　　　　　　　　円也　請負代金額

金　　　　　　　　円也　令和　　年度出来高予定額
金　　　　　　　　円也　今回請求額

上記の金額をお支払くださるよう請求します。

　　　令和　　年　　月　　日

　京　都　大　学　御中

                                  受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕

       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　印〕

                                    振込口座

　　　　　　　　　　　　　　　　      銀行名

　　　　　　　　　　　　　　　　      口座名義人

　　　　　　　　　　　　　　　　      口座種類

　　　　　　　　　　　　　　　　      口座番号
「工事請負出来高部分払請求書」記入要領
１．工事請負契約基準第３７第１項に基づき作成するものである。
２．前払金があった場合は、算出内訳の「請負代金額」の次に下記を追記すること。
　「金　　　　　円也　前払金受領額」
３．指定部分払金があった場合は、下記を追記すること。
　「金　　　　　円也　指定部分払金受領額」
５．その他の記入は、「工事請負代金請求書」の記入要領による。
工事請負代金最終回払請求書
　金　　　　　　　　　円也
　但し、令和　　年　　月　　日附　　　に基づく　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事の請負代金額　　　　　　　　　　円の最終回分
　この算出内訳は次のとおり
　　　金　　　　　　　　　　　円也　請負代金額
　　　金　　　　　　　　　　　円也　前払金受領額
　　　金　　　　　　　　　　　円也　今回請求額
　上記の金額をお支払いくださるよう請求します。
　令和　　年　　月　　日
　京　都　大　学　御中
                                  受　注　者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔住　 所〕
       　　　　　　　　　　　　　　　〔氏　 名　　　　　　　　　　印〕
                                    振込口座
　　　　　　　　　　　　　　　　      銀行名
　　　　　　　　　　　　　　　　      口座名義人
　　　　　　　　　　　　　　　　      口座種類
　　　　　　　　　　　　　　　　      口座番号
「工事請負代金最終回払請求書」記入要領
１．工事請負契約基準第３２第１項に基づき作成するものである。
２．請負代金の前払金のあったときの様式である。
３．中間前払金があった場合は、算出内訳の「前払金受領額」の次に下記を追記すること。
　「金　　　　　円也　中間前払金受領額」
４．更に指定部分払金があった場合は、下記を追記すること。
　「金　　　　　円也　指定部分払金受領額」
５．その他の記入は、「工事請負代金請求書」の記入要領による。
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